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Abstract

　Radio1arian　fossils圭rom　the　Cretaceous　Shimanto　Group　in　the　Toyooka　area，east　of　Uwajima　City，

Ehime　Prefecture　have　been　investigated．Radio1arians　were　obtained　from　mudstone　at　four　localities

（Fig．1）．

　In　the　central　and　the　westem　part　of　the　studied　area（Locs．2and4），the　radio1arian　fossi1s　whose

assemb1age　is　characterized　by　the　abmdant　occurrences　of　mαm〃Z叱肋Zocηが。m〃秘m　andハe〃。aか

妙。m伽αwere　found，and　the　geo1ogic　age　of　the　strata　is　in士erred　to　be　the　Cenomanian　age．

　In　the　eastem　part　of　the　area（Loc．1），the　radio1arian　fossils　whose　assemb1age　is　characterized　by

λm助幼ツm励κλグ。危mo励め。m伽αand〃め。吻肋αcf．尾。∫王。me　were　found，and　the　geo1ogic　age　of　the

strata　is　inferred　to　be　the　Santonian　age．

　At　Loc．3，adjacent　to　Loc．4，radio1arians　such　asλκc肋eo挽物。m伽硯spp．，λm助φツ〃伽∫わ。紘λ作

加物碗mm　sp．，〃め。m伽α肋m　etc．were　found，and　the　radio1arians　may　indicate　the　Coniacian　to　the

Santonian　age．
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I．はじめに
　愛媛県宇和島市東方約11㎞の北宇和郡豊岡北部に分布

する地層の年代を検討した．この地域には「宇和島層群」

とも呼ばれる白亜系が分布している．調査区域の地層お

よび周辺地域の地層の年代については，山崎・鶴田
　　　1〕
（1996）で放散虫化石に基づき年代を論じたが，検討

をさらに加えた．

　調査地域東方の五郎丸周辺を除くと，調査地域周辺で
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　　　　　　　図1　放散虫化石産出地点
　（国土地理院発行の2万5000分の1地形図「松丸」を使用）

1㎞＝

検出された放散虫化石群集は，大きく2つのグループに

分けられた．1つはηmαmやハmao肋妙。m伽αを

多く含む群集であり，もう1つは〃mαmが含まれず，

ルC肋eo肋妙。m伽mやλm〃伽〃伽を主体とする化石
　　　　　　　　　　　　　　I〕群集である（山崎・鶴田，1996）・群集を構成する個々

の放散虫化石のレンジや従来報告されている大型化石か

らの議論に基づき，前者はセノマニアンたいしそれ以前

を示す群集，後者はコニアシアンからサントニアンを示

す群集と考えた．また放散虫化石の産出地点を見ると，

コニアシアンからサントニアンを示す放散虫化石群集

は，北宇和郡広見町中野川南方地域から主に得られてお

り，その他の地域から得られた放散虫のほとんどは，セ

ノマニアンたいしそれ以前を示す群集であった．

　こうした放散虫化石群集による年代論に基づき，山崎・
　　　　　工）
鶴田（1996）では豊岡北西からNW－SE方向に延び

ると推定される断層により両年代の地層群が境してお

り，古い地層群が断層の北東に，新しい地層群が南西に

位置すると推測した・ただし・推定断層の北東方に位置

する今回の調査地域の豊岡北部からは，丁尻mαmを含

まずλm助伽”伽やルC肋e0励吻。m伽αを主体とする

放散虫化石群集が，2地点より得られた（図1の地点A

とB）、また図1の地点Aの隣接地点よりは，寺岡ほか
　　　2）
（1986）　により〃。cemmm5刎mψmm∫みや∫cf．m〆

尻。m∫ク∫だとが報告されており，地点AとBの放散虫群

集はコニアシアンを示すものと考えた、一方で地点Aと

Bより500mほど北西方および南西方の地点（図1の地

点C，D，E）からは〃αnα〃αやハe〃。伽む0m伽α

を多く含む放散虫化石群集が得られ，セノマニアンある

いはそれ以前の年代が考えられる．地点A・BとC・

D・Eとの間には，明瞭な破砕帯が見つかっておらず，

両放散虫化石群集を含む地層の層序関係が大きな問題と

して残されていた．

　以上の結果を受け，今回地点A・B周辺の放散虫化石

群集を検討した．調査地域には主に泥岩が分布している．

泥岩層を採取し，放散虫化石の検出を試みた．I ｻの結果

4地点より保存の良い放散虫化石を得ることができた．

詳しい群集組成の検討には至っていた一い点もあるが，群

集の概略と推測される年代について報告する．

皿．放散虫化石

　保存の良い放散虫化石を，図1の地点1～4の泥岩層

中から得た．地点Iからは底生および浮遊性の有孔虫化

石も得られた、それぞれの地点で検出した主な放散虫化

石は以下の通りである．

　地点1＝λm助妙〃伽∫6oc肋λm助伽m励κsp．A，

λmク乃幼ツm6伽sp．B，λmφゐ幼ツm6απspP．，λ〃ゐmo励。一

秒。m伽α　spP．，〃吻。m伽α　cf．尾。∫Jom色　〃め。m伽α
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肋m〃吻。m〃m　spP．

　地点2：ル。肋eo肋枇m伽αsp．，∬oJoc榊工。cm〃m

ろ〃あ机HOJOC舳広0Cα切mm舳e舳脇舳，H0王0C倣ナ0Cαm永

mm　sp．，P∫mゐ励吻。m伽αsp．，τ励m〃ムαsp．，X肋∫sp．

　地点3：λ”m”m　sp．，λmμ伽”伽∫広。c肋λm一

カ尻幼ツm6ακ　spP．，　ノし。乃αeo6北妙。m〃クα　5αm4mαろ。仏　　λ作

。尻αeo65c砂4m材κα　spP．，　λ舛。∫〃。碗mm　sp．，　D4c妙。m〃πα

肋m，〃的。m伽αspP．，∫地加m伽αspP．，X物8spP．

　地点4：ル。肋eo肋妙。m伽αspp．，Cm去αm〃。m〃α

sp．，∬o’ocりψ広。cαm4mm　g砂∫eγ∫emce，且。iocη少わ。αm4mm宙。f．

切わeγm〃mm，∬oJ㏄ηが㏄m加m　sp．，Pαオe〃〃α　sp、，

Pmecmocαηo例mσspl，P∫emo励め。m伽αcf．mゆ励m，

Psm∂o〃吻。m〃m　spP．，丁肋伽m　sp．，X物5sp．

皿．年　　代　　論

　得られた放散虫化石から各地点の地層の年代を推測す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
る、先にのべたように，山崎・鶴田（1996）は大きく

2つの放散虫群集を報告している．1つはηα伽mや

ハe〃。肋妙。m伽αを主体とするものであり，もうユつ

はλm〃伽”伽やルC伽eo励め。m伽αを主体とする群

集である．こうした点から今回検出した放散虫化石群集

をみると，地点1と3からは後者の群集が，地点2と4

からは前者の群集が得られだということになる、

　地点1からは”吻。m伽αcf．肋∫Jo〃mを検出した一
　　　　　　3）
竹谷（1995）　はD．肋∫！mmのレンジをサントこアゾ

からカンパニアソとしている．地点1からはまた多くの

λm助伽mあんが得られているが，λmμ物m肋πsp．A

とλ．sp．Bとしたものは（図版I：7と8），それぞ
　　　　　　　4）
れ山崎（1987）が淡路島西都と四国の和泉層群の放散

虫を調べ報告したλm〃物m肋aff．砂2o切∫およびA．

aff．em∬eがに類似した特徴を持つ・ただし，和泉層

群の放散虫群集とは共通種が少ないことから考えると，

地点1の年代としてはサントニアンの年代が推測され

る．

　地点3で得られた放散虫化石には，ルチ。∫才㈹舳m

mmαに似た形態のλ竹。∫加。物m　sp．（図版Iの13）が

含まれている．λ．mmαはコニアシアン前期からカン

バニアソ中期を示す放散虫化石とされており（竹谷，
　　　3）
1995）地点3から得られた他の放散虫化石から推測さ

れる年代もこれと矛盾したい．そしてまた和泉層群の放

散虫化石とは共通種が少ないことより，この地点の地層

の年代としてはコニアシアン前期からサントニアンまで

の年代が考えられる．

　地点2からはHo王。c倣古。cα”舳あ〃ろ”やH肋俳

m肋秘mだと，肋肋砂’omm加mが多数検出された．竹
　　　　　3〕
谷（1995）によれば∬．ゐα肋〃の消滅はセノマニアン

末期である．

　地点4からも∬oJoc桝。c伽伽m　cf．肋mcm切mが得

られ，また互鮒∫eπ∫m∫eやハm6o肋妙。m伽αCf．C炸

μ肋などが得られた．こうした群集からは地点2と同

じ年代が推測される．

　以上のような放散虫化石の種のレンジや群集組成，そ

して従来報告されている大型化石の示す年代より，地点

1の地層の年代はほぼサントニアン，地点3はコニアシ

アンたいしサントニアンであろうと考えられる．地点2

と4はセノマニアン末期までの年代が推測されるが，セ

ノマニアシより古いことを示唆する放散虫化石は全く含

まれないため，その年代をセノマニアンと推測する，

v．ま　　と　　め

　愛媛県北宇和郡松野町豊岡北部地域に分布する白亜系

の放散虫化石を調べ，年代を推測した．4地点の泥岩層

中から保存の良好た放散虫化石を検出し，群集組成を検

討した．その結果，調査地域東部の地点1の地層はサン

トニアン，中部の地点2はセノマニアン，調査地域西部

の地点3はコニアシアン～サントニアン，そして地点4

の地層の年代はセノマニアンであると推測された．
　　　　　　　　　　ユ）
　山崎・鶴田（1996）で報告した結果も含め，豊岡北

部地域では，非常に狭い範囲で年代差の大きな地層群が

複雑に接し合っていることが判明した．特に地点3と4

は水平距離にして30mほど離れているだけであるにもか

かわらず，欠きた年代差があると考えられる．一方で，

地点3と地点4の間に小さな谷はあるものの，両地点の

岩石は全く破砕されておらず，年代差を生じさせるよう

た欠きた断層は考え難い．新旧地層群の分布および層序

関係を明確にするために，岩相変化や地層構造そしてよ

り詳しい化石の検討が必要である．
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図　版　説　明

図版I

　　スゲrルは100μ一a：14－16；b：1－4，6，9－12；c　5，7，8，13，17
　　1：λ〃肋eo励吻。m伽硯sp．Loc，1．

　　2　：■4π尻αeo6た妙。m〃παsp，Loc－3．

　　3　1λm乃mo励。妙。m〃m∫gm初α肋κPessagno．Loc．3．

　　4　：Dあか。m炊m　sp．Loc．3．

　　5：”的。m伽α肋m　Campbe11＆C1ark，Loc．1，

　　6：一α吻。m伽αcf．尾。∫五〇me　Foreman，Loc．1．

　　7：λm〃幼ツ〃伽sp1A．Loc．1．

　　8：λm助幼ツ〃伽sp，B，Loc．1．

　　9：λm助幼ツm励κsp．Loc．1．

　　10：λm力肋妙形6ακsp．Loc．1．

　　11：λmψ尻幼ツm肋κsわ。勉（Campbe11＆C1ark）．Loc．1．

　　12：λm助伽〃伽sp．Loc．1．

　　13：■4材。∫伽。あ伽m　sp．Loc．3，

　　14：∫あ。ゐ。m冴m　sp．Loc，3．

　　15：X冴m∫sp．Loc．3．

　　16＝X”m∫sp．Loc．3．

　　17：λ腕秒伽m　sp．Loc，3．

図版皿

　　スケールは100μ．a：3，11－14；b：1，2，4－10，

　　1：λκc尻mo励め。m肋αsp　Loc．2．

　　2：λκc肋eo励吻。m伽αsp　Loc－2．

　　3　：λm尻mo励。妙。m〃m　sp　Loc．4．

　　4　：τ％αmα〃αsp．Loc．4．

　　5　：τ尻αmn〃αsp．Loc．2．

　　6　：P∫emdo励。妙。m〃m　sp．Loc．4．

　　7　：P∫m6o励。妙。m〃m　sp．Loc，4．

　　8：ハemo励吻。m伽αsp，Loc．4．

　　9　：∬oiocηが。cαm伽m　geツ∫m∫em3e　Pessagno．Loc．4．

　　！0：Cηゆまαm力尻。m〃αsφ、工。c．4．

　　11：肋Joc倣枕αm加m　sp．Loc．4．

　　12：肋’ocη研。cαm伽m　sp．Loc．4．

　　13：Pαた〃〃αspl　Loc．4．

　　14：X〃m8sp．Loc．4．

　15：Hoiocηが。cαm伽m切凸emm肋mm　Dumitrica．Loc．2．

　　16：石みる。ηが。cαm伽伽sp．Loc．41

　　17：肋ゐ。ηが。mm伽mゐ〃ろ〃Dumitrica．Loc．2．

15－17，
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図版I
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図版皿
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